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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、研究代表者が築き上げてきた Py-Im-ポリアミドを用いる遺伝子発現制御法により、遺伝

子発現のエピジェネティック制御の解明と応用を目指すものであり、現在の学術動向を踏まえた計画

である。 

研究計画に沿って、化学的手法による遺伝子発現制御に関して学術的レベルの高い研究成果が得ら

れている。並行して行われている DNA-ナノ構造体による一分子解析技術に関する研究においても、著

名な学術雑誌に優れた研究成果が報告されており、遺伝子発現機構の解明に発展することが期待され

る。全体的な研究成果は質・量ともに特筆すべきレベルにあり、課題終了時において期待どおりもしく

はそれ以上の研究成果が見込まれる。 

本研究の意義付けとなる細胞の特異的初期化や iPS 細胞からの分化誘導について明確な見通しが得

られるかどうかが最終的な成否の判断基準になるので、その点での発展を期待する。 


